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27.呼吸器症状で発症した度麗筋炎の 1症例
藤田 明，本村八重子，永瀬敏行
(語議中央・内科)
大久保春男(同・病理〉鈴木公典(千大.Hi市内) 
56議女性。昭和52年，咳歌，息切れ出現し，某病院に
て間貸詮肺炎と診断，約 1年間プレドニゾロン投与され
た。(この持点でCPK軽度上昇。〉昭和56年よヲ務肉痛，
筋力低下出現し，酵素異常，第生検，筋電図等によヲ皮
膚筋炎と診断。また，臆部X線上粒状網状影，輪状影を
認め， TBLBにて蔚胞壁の肥淳と Pンパ球浸?障を認め，
間質性蹄炎の合併と診断した。昭和57年 5月よりプレド
ニゾロン 60mg投与開始し，症状軽'決している。 
28. D市ムコール症の 1椀
室田款宏，福田千文，大塚畿通
〈中央鉄道・腹部外科)
症例は52歳男子。既往歴は高血圧症と糖尿病。昭和57
年 4月20日倦怠感，口掲の主訴で入院した。胸部X線写
真で右下請野に浸潤影があり糖尿病，諒炎の診断で治療
を行ったが浸潤影は増大し，擦過結胞診で悪性細抱は陰
性であったが多数の菌糸が認められた。蕗床経過よ予蹄
癌を疑い昭和57年 6月1513右下葉切除を行った。切除臆
の検索(蛍光抗f本法〉でムコール症と診断された。文献
的に辻本症は害i検で診断されているのが殆んどであり，
本併は蕗末段階で診断された黄重な例である。 
29.締結核の 2誤診僻
戸島洋一，巽措一郎，鈴木光
〈都立府中・呼吸器科)
生前結核の診新がつかなかった非典型的な締結接 2症
例を報告し，その問題点について検討した。症椀工は肺
癌術後粟粒結核，結核性肺炎から ARDSとなり呼吸不
全で死立した併で，症例 2は下蹄野結核から腸結核，結
核性腹摸炎となり穿孔による況発性腹膜炎で死亡した例
である。結核を疑って検査をすることが大切で，今回の 
2例も早期診断により治療可能であったと反省してい
る。 
30.肺炎で 2国入院，その震に結核菌を排菌してい
た l1Jtl
巽治一部，戸島洋一，山本弘z 井村鈴雄，
鈴木先 〈都立府中・呼吸器科)
症例は 46歳男性。大詔飲みで籍尿病あれ昭和  54年
嫌気性菌肺炎と締結核症の合併で入読。経皮的前吸引法 
(PLA)によ!J Peptococcusを曜挟塗抹にて，結核麗を
証明し各々の治療により治議。 57年黄色ブ菌姉炎と時結
核症の合併で再入院。 PLAにより黄金zブ菌を，曜疾培
養にて結核蓄を証暁した。嫌気性菌肺炎の診新法として
の PLAの有男性，曙茨の抗酸菌検査の重要性，胸部異
常陰影読影の擦肺結核症を念頭に常に置く事の必要性を
再認識した。 
31.最近 7年聞の当韓iこおける肺惑染症の動向

-特に老人性醇炎を中心に一

金子昇，頼勝啓，内藤隆，橋JR-先
(浜松医療センター・呼吸器耗)
鈴木昌八，木村秀樹，和田源言
半沢犠 (民・胸部外科)
最近  7年開における時炎擢患患者 914例について， 65 
歳以上の高齢者を中心に比較検討したところ以下の結果
を得た。 
CD高齢者は，全体の33誌を占め，春・梅雨期に好発す
る傾向がみられた。 
9高齢者は， 78%が基礎疾患を存しており， 死亡率
は，基礎疾患〈ー)17%，基礎疾患 (+)29%であった。
窃高齢者の検出菌は，基礎疾患の有無にかかわらず，
グラム睦性拝菌が高率を占めた。 
32.組織培養が可能になった大細抱静癌について
安田真一，嶋田晃一郎，松村公人，堀江昌平，
長井千轄 〈務協軍科大・胸部外科)
組織学的に蹄の大紐胞癌と診断された患者の組識から
継代組組を謝立し，その性質を調べた。 invitro壌養細
胞はコロニー状の増殖を示し，ガラス:フラスコ壁への
進農法弱く染色鉢ほ62にモードをもっていたが，マーカ
}となるような染色体は見い出せなかった。また，この
締抱は invitroの悪性拾の指標である軟寒天著養法で
コロニーを形成した。現在，臨床で復用されている 8謹
の鞘癌剤を思いて，この細胞の感受性を調べたところピ
ンクリスチン，アクチノマイシン D，ACNUに感受s性
を示しベプレオマイシン， 5-Fu tこ泣耐性を示した。
この結胞の分裂塔殖を{立相差顕微鏡で;16mm挟画撮影
したものを示した。 
33. Byperplasiaは肢の謀癌の前癌痛変か
一一実験的考察一一
鎗田努，古川敦子(鎗田病院)
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基露細胞や粘液細胞からは，癌原刺激の性状や強弱に
より，肩平上皮癌か腺癌が発生する。ある種の肩平上皮
化生は扇平上皮菩の前癌病変といわれているが， Hyper-
plasiaは雇平上皮也生の前病変としての地位しか与えら
れていない。ハムスター気管の馬所発藩装置をもちい， 
NMUを投与した動物から， 経時的に締麹採取を行い，
肩平上皮化生と Hyperplasiaの締胞出現経過をそれぞれ
発癌まで追求し，ある種の Hyperplasiaは膿癌の前癌病
変である可能性をのベた。 
34.進行蹄惑に対する拡大手街
小山 明(結核研究所・外科)
結核研究所鮒罵病院における隣接臓器合併切除を伴う
拡大手欝例は26例で，合併切除された隣接臓器としては
胸壁 7例，心摸 6伊U，左心房 5伊a，横揺膜 4例などが主
なものである。更?と最近は，癌性胸膜炎に対する Panpl-
europneumonectomy.上大静脈，大動販，食道などの合
併切除も試みており，これら症例に対する手街適応，術
式，術後経過などについて述べると共に，今後の問題点
にも言及した。 
35.詩癌症撰iこ対するアルゴンレーザーによる光化
学治療の顎究
瀬上陸，三宅和夫(県西総合)
藤開港，長谷川鎮雄(筑技大)
加藤大典 (電総研)
肺癌  4例(嘉平上皮惑し 線癌 2 j，，、結抱癌 1)，喉頭
癌 1例に対し気管支の狭窄，需塞の寛解を目的として経
気管支鏡下に3 アルゴンレーザーの黒射を行なった。 
HpD 2.5mg/kg静注72時間後に AlokaLMA・042にて
波長514.5nmの縁色光，出力400-600mW，10---15分の
照射を行会い，法ぼ良好な成績がえられた。照射後の潰
蕩形成はほぼ 4週---6逓後に完全に疹復されている。 
36.肺癌と締結核の合併寵惇l
田中文隆，山岸文雄，沢田晶夫
河内文援 (千葉東) 
BCG，その地の免疫療法が行われている折から，活動
性賄結核に合併した肺癌症例 4侭の病態を検索した。 4
係いずれも肩平上皮癌で，中 2備は手衛までに 16ヶ月以
上， 23ヶ月以上経過していたが， リンパ節転移辻 1例に 
1値認められたのみであった。非手術例の 1例も心疾患
により手衡を新念したが， 17ケ丹の現在臨床的に遠隔転
移を認めない0"またいずれの症例も全身状態良好であ
り，免疫能も良好であったことから，肺癌の免疫療法の
可能性が示唆された。 
37.当科iこおける原発性障癌の諒床的検討
水谷文雄，訟島保久，大島仁士
〈松戸市立・内科〉
出2哲生，長患啓一，瀧淳弘隆
護辺昌平 (千大・蹄内〉 
56・57年の当科入院の鮪癌患者につき検討した。男36
名・女16名で，平場年齢は男60.9歳女55.9歳であった。
鶴来病期分類買が60%以上を占め， TaN2Mlが40%をし
めた。組識型分類は肩平上皮癌21名・腺癌20名・小組組
癌 5名・大細胞癌 l名であった。確定診断は60%が気管
支鏡検査によ担つけられ，曙疲組組診による診断率は抵
かった。初発症状より受診までの時間が長く，進行癌の
比率を高めたものと思われる。 2年間記70%が死亡した。 
38.高齢者静癌の臨床的検討，とくに75歳以よ窃捺
備を中心に
和国源苛，半沢携，木村秀樹
(県西浜松医境センター・胸部外科)
語爪一光，内藤隆，金子昇
頼勝啓 (向・呼吸器科〉
わが国の年齢構成の高齢化と共弘勝癌患者も高齢者
の占める蔀合が増加している。過去 6年間当施設に於け
る原発性姉惑は 380闘で，高齢者 (70歳以上〉は 168例 
(44.2%)に及ぶ。全切除例108例中，高齢者誌38{月であ
るが， 70議 '""'74歳例と 75歳以上部にわけると，前者が26
例，後者が12例 (80議台 2侭)である。高齢者切除例の
遠扇成績は，非切除併を大きく上廻ム又術後の生活状
況 (performancestatus) は75歳以上症例が70歳，.，74歳
症例に比し，むしろ良好であった。 
39.子葉呆がんセンターにおiナる腕癌症例の診軒と
治療成績
沢田勤串，関保雄，石匡逸郎，松村公人，
福開設吾(千葉県がんセンタ}・呼尿器科〉
田中文隆 (千葉東〉
千葉県がんセンター発足後10年の蹄癌は 622併で組抱
診陽性率は71%である。塔疾は主気管支で69%であり，
捺過法，穿刺法は，いづれの領域でも威力がある。緯麹
型車jでは小細胞癌が69%と低率で、あった。診断遅廷例，
誤揚・陰性担jにも言及した。切除例は 170，切除率27%， 
10年生存率泣35.5予らであった。諒5友病期illJ，組織型の成
譲;こもふれた。関綿術の適応外 450例中，長期生存10例
の治療内容託ついても検討した。
